
202６年度 授業改革推進プラン（５月計画・１月評価）                      ２６ 鶴川中央小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒調査 

①

 

 85.0  

②取り組む課題や調べ方、話

し合う相手や発表方法など、

学び方を自分で選び、学習を

すすめることができる。 

 85.0        

 

児童・生徒の現状・課題 

・明るく素直で学習に前向きに取り組むことができる
児童が多い。 

・友達や先生の話の中心を捉え、考えを受け止めなが
ら聞くことに課題が見られる。 

・自分の力に応じて課題を選んだり設定したりするこ
とに課題が見られる。 

具体的な手だて 

単元や授業の導入を工夫したりゴールイメージを

明確にしたりすることで、児童が興味や関心をも

ち、見通しをもって学ぶことができるようにする。 

具体的な手だて② 

目的や児童の実態に応じてワークシートや ICT機

器を活用し、個に応じた学習活動や学習課題を提

供することで、児童が自己の力に応じて課題を見

つけたり決めたりすることができるようにする。 

具体的な手だて③ 

単元全体を通して、ペアやグループでの話合いな

ど協働的な学びの場を設定することで、児童が他

者との関わりを通して自己理解を深め、自他の考

えのよさに気付きながら学び合えるようにする。 

教員調査 

100.0  

②授業では、他の人と考え

を交流したり、協力して活

動に取り組んだりする場面

を設定し、児童の思考を深

めたり、広げたりできるよ

うにしている。 

 ９５.0        

総括（５月） 校内のアンケート（５月）の結果から、本校の児童は、自己肯定感は高いが、自分の力を適切に

理解し自己調整しながら学ぶことに課題が見られた。要因としては、自分で課題を見つけたり選択したり

する経験や、客観的に自己認識をする経験が少ないことが考えられる。そこで、教員が児童に「選択」させ

る場面を意識的に授業の中に取り入れるようにしたい。また、児童が自分のよさや頑張りを振り返った

り、互いのよさを伝え合ったりする機会を増やし、自信をもって学びに向かうことができるようにする。 

・日常的な相互授業観察「つるっとイン」や実践

交流会「つるっトーク」を行い、教員相互の学び

合いを推進する。 

・授業づくりの際に、児童が「選ぶ」場面を意識

的に授業の中に取り入れる。 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇「授業をデザインする８つの取組」を意識した授業
づくりを通して、児童が自分で考え、主体的に学び続
けることができるようにする。 


